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国 泰 寺 (中此の宗教〉 ・・・・・・・・・・・. ~ 1 中世の武士は、神仏を信仰す;古 ZtてττJI幡宮i
Eは、源氏をはじめ多くの武士の守り神として敬われた。 >
を 一方、仏教では、天台宗が立山や医王山に栄え、真言宗が、 r 

E 石動山や二上山を中心に勢力を張っていた。 ~

i この鎌倉、室町の頃には、芸通量鼠(仏が日本丘許主ht;
i現われる〉の思想が現われ、立山権現に岩i蜘寺、石動山伊須流 3
出告神社に美平与ができたように神社に比天間真言宗 ;

jの寺がつくられた。

三 日蓮宗では、鎌倉時代の末、召還が氷見の蓮乗寺を聞き、射水;
3 大島出身の日隆は京都の本能寺や尼崎の本興寺を聞いている。 ~

浄土真宗は、本願寺の緯如や蓮如の布教によって広がり 、高 z
i岡の勝興寺、井波の瑞泉寺、城端の善徳寺や八尾の聞名寺、砺 i
f波の厳照寺など多くの寺が建てられた。なお江戸時代のはじめ 5
5に本願寺は東西両派に分かれた。 一o_..・ 4 

引いてっそ うれい きっか り叩 ヲせん ti また曹洞宗では、矢徹宗令が眼目の立山寺を21ヂ、臨済宗 ;

iは、費禽持代の中頃から越中に及んで、京都の竺山は雪印市寺 i
i町に祭事育を、鉄庵は水橋に金剛寺、運良は放生津に興化寺を i
i建て、妙意が嘉暦2年(327)二上山に東松寺を創建、後醍醐天?
i 皇が翌年国泰寺と改称し、以来法灯派の中心として栄えた。 ~
i 応仁の頃、戦火をうけて寺運が一時衰えたが、 天文15年C15~
~ 46)仏眼禅師が後奈良天皇の命に占三戸再興し、天正年間に現 i
i在の高岡市太田に移建、明治昨相国寺より分離し国泰寺派本 j
j山として独立した。
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少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

青
少
年
が
規
則
正
し
い
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
研
修
を
し

た
り
、
野
外
教
育
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン

を
行
な
い
、
こ

れ
ら
の
生
活
を
通
じ
て
友
情
と
教
育
を
高
め
、
次
代
の
日
本
を

背
負
う
心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
、
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
二
上
青
少
年
の
家
は
十
月
二
十
九
日
完
成

し
、
十
一
月
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

建
設
さ
れ
た
の
は
、
万
葉
の
ふ
る
さ
と
二
上
山
の
射
水
神
社

裏
の
高
台
、
立
山
連
峰
を
一
望
す
る
景
勝
の
地
で
、
青
少
年
の

研
修
育
成
の
場
と
し
て
は
最
適
の
地
。

一
万
六
千
三
百
四
平
方
財
の
敷
地
に
、
常
時
二
百
人
が
収
容

で
き
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
建
物
は
、
延
べ
三
千

三
百
四
十
二
平
方
財
の
モ
ダ
ン
な
も
の
。

内
部
は
、
宿
直
室
、
研
修
室
、
視
聴
覚
室
、
資
料
展
示
室
、

音
楽
室
、
談
話
室
、
浴
室
な
ど
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用

で
き
る
人
は
、
①
青
少
年
、
②
青
少
年
を
指
導
す
る
成
人
指
導

者
、
③
会
社

・
団
体
な
ど
で
研
修
を
行
な
う
も
の
、
④
そ
の
他

所
長
が
特
に
認
め
た
も
の
で
四
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
こ

と
で
す
。
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岡
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みんなの県政

無
医
地
区
、

無
歯
科
医
地
区
の
現
状

富
山
県
に
は
、
人
口
五
十
人
以
上

の
地
区
で
、
半
径
四
民
以
内
に
医
療

機
関
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
医
地
区

が
三
十
三
地
区
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
区
は
県
の
東
部
か
ら
西
部
へ
か

け
て
の
山
間
部
地
帯
に
点
在
し
、
朝

日
町
二
、
黒
部
市
二
、
魚
津
市
三
、

滑
川
市
一
、
上
市
町
五
、立
山
町
二
、

大
山
町
て
八
尾
町
三
、婦
中
町
一
、

庄
川
町
三
、
利
賀
村
一
、
平
村
二
、

上
平
村
二
、福
光
町
三
、福
岡
町
一

、

小
矢
部
市
一
地
区
と
あ
わ
せ
て
人
口

約
一
万
九
千
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

人
旦
二
百
人
以
上
で
歯
科
の
診
療
施

設
の
な
い
地
区
は
三
十
地
区
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
人
口
約
五
万
人
。
こ

れ
ら
の
人
は
、
い
ざ
と
い
う
場
合
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
パ
ス
の
便
な

ど
の
交
通
条
件
が
悪
く
、
最
寄
り
の

に
は
県
の
巡
回
診
療
車
「
し
ん
じ
ゅ

号
」
と
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
っ

て
、
歯
な
ど
の
治
療
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
の
不
足
か

ら
ひ
ん
繁
に
巡
回
診
療
を
実
施
す
る

こ
と
が
困
難
な
面
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

一
歩
進
ん
で
住
民
の
健

診
療
所
か
病
院
で
治
療
を
受
け
る
場

合
、
距
離
が
遠
く
地
形
か
ら
も
非
常

に
不
便
な
地
区
が
殆
ん
ど
で
す
。
し

か
も
、
冬
期
に
は
二
対
以
上
の
積
雪

が
あ
る
た
め
、
四
J
五
カ
月
間
は
村

全
体
が
雪
の
中
に
孤
立
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
な
り
ま

す。
こ
ん
な
と
き

に
、
急
病
の
患
者

が
出
ま
す
と
、
孤

立
地
域
で
は
、
部

落
の
人
達
の
手

ゃ
、
ス
ノ

l
ボ
ー

ト
あ
る
い
は
、
舟

な
ど
を
使
っ
て
措

置
す
る
よ
り
方
法

が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
地
区
を
も
っ
て
い
る

市
町
村
で
は
、
そ
の
地
域
の
中
心
に

診
療
所
を
設
け
て
、
無
医
地
区
の
人

々
な
ど
を
含
め
て
、
住
民
の
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

の
直
営
診
療
所
や
へ
き
地
診
療
所
な

ど
で
す
が
、
こ
の
診
療
所
に
も
い
ろ

い
ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
地
域
の
人
口
が
比
較
的
少

い
た
め
れ
汚
的
に
は
赤
字
の
診
療
所

が
多
く
、
二¥
L-
た
め
市
町
村
の
財
政

負
担
も
川
七
-
重
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
地
区
住
民
の
要
望
に
応
え

る
た
め
に
は
、
施
設
や
医
療
機
械
な

ど
診
療
内
容
の
充
実
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
投
資
も

市
街
地
の
場
合
と
違
っ
て
、
赤
字
が

増
え
る
原
因
と
な
っ
て
く
る
場
合
も

辺
地
の
医
療

機
関

康
管
理
及
び
健
康
の
増
進
な
ど
保
健

衛
生
の
強
化
も
大
切
な
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、

県
で
は
平
村
、

利
賀

村
、
井
口
村
な
ど
に
保
健
婦
の
派
遣

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
移
動
保
健

所
や
各
種
の
健
診
や
相
談
事
業
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

みんなの県政

事 可野 司~， <'r..'帽.'''HIJ''z4 ・恥 .<1'.'"琢夕、ザ

句内助刷、骨"""....'"尚駒崎崎戸論 ・.踊伺幽，._. --4，."喝嶋睡向.創命恥

県の「しんじゅ号」がやってきた(上平村)

考
え
ら
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
、
重
大

な
こ
と
は
、
こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

医
師
が
死
亡
し
た
り
退
職
し
た
場

合
、
後
任
の
補
充
が
極
め
て
困
難
で

あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
一
人
の
医

師
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

診
療
所
の
周
辺
に
あ
る
無
医
地
区
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
地
域
全
体
が
無
医

地
区
化
す
る
こ
と
に
な
る
訳
で
す
か

ら
、
辺
地
の
医
療
を
担
当
す
る
医
師

の
も
つ
意
義
は
、
直
接
診
療
の
面
は

も
と
よ
り
、
地
域
住
民
に
与
え
る
心

理
的
影
響
か
ら
み
て
も
極
め
て
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
原

因
か
ら
診
療
所
を
休
止
あ
る
い
は
廃

止
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
も
の
は
最

近
四
年
間
に
十
四
カ
所
に
も
及
ん
で

お
り
ま
す
。

医
師
は
都
市
に
集
中

テントを張って街頭診療(上市町白萩東部〕

無
医
地
区
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
医
療
施
設
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
医
師
の
不
足
す

る
現
状
で
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で

あ
り
、
む
し
ろ
現
状
を
維
持
す
る
た

め
に
医
師
の
確
保
に
追
わ
れ
て
い
る

実
情
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
医
師
の
不

足
は
本
県
だ
け
で
は
な
く
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
原

因
は
医
療
の
需
要
が
量
的
に
増
加
し

た
こ
と
と
、
質
的
な
変
化
に
伴
う
絶

対
数
の
不
足
も
あ
り
ま
す
が
、
医
師

人Jム

宮
崎
片

十
一
月
十
日
、
金
沢
大
学
医
学
部
に
よ
る
診
療

(
利
賀
村
)

無
医
地
区
対
策
の
将
来

わ
が
国
の
医
療
保
障
制
度
が
国
民

皆
保
険
の
も
と
に
あ
る
と
き
、
必
要

な
と
き
に
必
要
な
医
療
を
望
む
v

」と

は
、
医
療
の
機
会
均
等
の
立
場
か
ら

住
民
に
と

っ
て
当
然
の
願
い
で
あ
り

ま
す
。

し
か
も
最
近
過
疎
対
策
の
一
還
と

し
て
辺
地
の
医
療
も
問
題
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
度
に
お
い
て
、
県

で
は
巡
回
診
療
の
強
化
策
と
し
て
、

平
、
上
平
、
利
賀
三
カ
村
の
無
歯
科

医
地
区
に
対
し
、
今
ま
で
行
な
っ
て

い
た
歯
科
医
師
会
の
短
期
間
の
巡
回

診
療
に
加
え
て
、
県
立
中
央
病
院
の

歯
科
に
よ
る
一
週
間
づ
つ
の
駐
在
診

療
を
五
回
に
わ
た
っ
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
が
、
多
い
日
に
は
四
、
五
十

人
の
受
診
を
み
る
ほ
ど
の
結
果
を
得

て
お
り
ま
す
。

医
学
生
奨
学
資
金
制
度

ま
た
、
金
沢
大
学
医
学
部
の
協
力

を
得
て
、
医
療
の
不
足
し
て
い
る
地

区
に
対
す
る
研
究
委
託
も
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
対
策
の
大
き
な
あ

い
路
と
な
っ
て
い
る
医
師
不
足
に
つ

い
て
は
、
医
学
生
の
奨
学
資
金
制
度

を
設
け
て
、
辺
地
の
診
療
を
行
な
う

こ
と
を
条
件
と
し
て
、
月
額
二
万
円

の
学
資
の
貸
与
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
貸
与
さ
れ
た
期
間
に
相

当
す
る
間
勤
務
す
れ
ば
返
還
を
免
除

さ
れ
る
も
の
で
す
。
先
に
述
べ
ま
し

た
と
お
り
、
辺
地
の
診
療
所
に
お
い

て
医
師
の
充
足
を
必
要
と
す
る
と
こ

及
び
医
療
施
設
の
都
市
部
へ
の
集
中

化
の
傾
向
が
著
し
い
た
め
で
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
大
学
紛
争
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
医
師
の
養
成
制
度

や
医
療
保
険
な
ど
の
制
度
の
問
題
で

も
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
医
師
の

不
足
は
公
立
病
院
の
勤
務
医
師
の
場

合
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

無
医
地
区
対
策
・
・・・・・
巡
回
診
療
車

無
医
地
区
、
無
歯
科
医
地
区
に
対

す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
的

に
は
そ
の
地
域
の
市
町
村
が
各
々
積

極
的
な
努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
国
や
県
で
も
種
々
の
対
策
が
と

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
即
ち
医
療
施
設

を
確
保
す
る
た
め
に
、
診
療
所
の
建

設
や
運
営
費
の
赤
字
に
対
す
る
補
助

ゃ
、
無
医
地
区
巡
回
診
療
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
を

短
縮
す
る
方
法
と
し
て
、
患
者
輸
送

車
の
購
入
に
対
す
る
補
助
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
対
策
も

診
療
所
設
置
に
は
医
師
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
こ
と
と
輸
送
力
の
強
化
と

し
て
の
患
者
輸
送
車
に
は
積
雪
期
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
巡
回
診
療
は
、

無
医
地
区
な
ど
に
対
し
、
公
立
病
院

や
日
赤
、
済
生
会
病
院
等
か
ら
医
療

チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
無
歯
科
医
地
区

- 4一

ろ
が
現
在
既
に
数
カ
所
あ
り
ま
す
。

こ
の
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
師
を

地
域
の
住
民
の
人
達
は
心
か
ら
待
っ

て
い
る
訳
で
す
。
本
年
度
か
ら
県
立

中
央
病
院
に
へ
き
地
医
療
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
診

療
所
に
欠
員
が
あ
る
と
き
、
直
ち
に

派
遣
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の

セ
ン
タ
ー
に
ま
だ
医
師
の
着
任
を
み

て
い
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
無
医
村
対
策
は
、
そ
の

お
か
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
広
い
視

野
に
た
っ
て
総
合
的
な
対
策
が
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
医
療

面
か
ん
り
は
、
こ
の
へ
き
地
医
療
セ
ン

タ
ー
の
充
実
に
よ
っ
て
、
診
療
所
に

お
け
る
診
療
の
確
保
と
、
巡
回
診
療

の
強
化
を
図

っ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。ま
た
、保
健
衛
生
向
上
の
た
め

に
、
保
健
婦
等
に
よ
っ
て
住
民
の
健

康
管
理
の
徹
底
と
救
急
医
療
体
制
の

確
立
も
必
要
な
対
策
で
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
医
療
の
向
上
と
医
師
の

養
成
の
た
め
に
医
学
部
の
設
置
を
重

要
施
策
と
し
て
と
り
上
げ
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
大
学
教
育
の
う
ち

で
も
医
学
部
の
設
置
に
は
、
極
め
て

困
難
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
県
民

福
祉
向
上
の
た
め
に
ぜ
ひ
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
目
下
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

(

医

務

課

)

- 5-
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消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
、
国
の
消
費
者
行
政
の
一
環
と
し
て
昭

和
四
十
二
年
度
か
ら
全
国
で
約
六
千
名
、
本
県
で
は
、
百
二
十
三

名
が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年
五
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

二
回
の
研
修
会
を
通
じ
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
消
費
者
行
政

へ
の
意
見
の
反
映
と
、
地
方
の
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
消
費
者
代
表
の
声
と
し
て
、
本
年
七
月
、
九
月
の
二

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ

λ
ノ。

誇
大
広
告
をや

め
て
ほ
し
い

ま
づ
、

広
告
に
つ
い
て
ど
ん
な

評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
か
を
み
ま
す

と
、
全
体
の
九
十
七
軒
の
人
が
、
商

品
を
選
択
す
る
場
合
な
ど
に
役
立
っ

て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

広
告
の

内
容

に
対
す
る
希
望
も
、

「
品
質
、
性
能
、

効
能
」
「
使
い
方
、

保
存
方
法
」
「
商
品
の
短
所
」
な

ど
、
商
品
知
識
に
関
す
る
も
の
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
(
表

1
の
と
お
り
)
。
こ
の
よ
う
に
正
し

い
知
識
を
希
求
し
て
い
る
あ
ら
わ
れ

と
し
て
、
虚
偽
誇
大
広
告
を
止
め
て

あなたは日常、商品知識を何で知りますか

以上の内、一番参考になるのは?

(回答者 105名〉

12人

25 

12 L〆

折

新

ア

雑

欲
し
い
と
い
う
声
が
多
い
の
も
当
然

で
す
。
(
表
2
の
と
お
り
)

虚
偽
誇
大
広
告
は
、
ウ
ソ
ツ
キ
食

品
と
と
も
に
、
消
費
者
を
惑
わ
し
、

不
当
な
利
益
を
得
ょ
う
と
す
る
最
も

悪
質
な
手
段
と
い
え
ま
す
。
昔
か

ら
、

「
上
げ
底
」
「
メ
ガ
ネ
」
な

ど
、
誇
大
包
装
も
、
半
ば
是
認
さ
れ

た
形
で
消
費
者
を
ゴ
マ
か
し
て
来
ま

し
た
が
、
消
費
者
の
自
覚
と
、
消
費

者
保
護
施
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
イ
ン
チ
キ
や
ゴ
マ
カ
シ
を

速
や
か
に
無
く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

広
告
が
も
っ
と
も
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
つ

19 

30 

。
‘ー

ー

えタログ・バン7νyト

坂・ネオシ

。
1 

3 

君

ダイ νFトメール(郵便広告〉

(※ ー叩談-4…験談-3)
婦人学級、消費者教室一一3 ・ 専門書一一 1I 
デパート見学L実物拝見)-1・セールスマンー 1/ 

オ

ポス t - (車内広告〉

の

ジ

そ

ラ

※ 

(回答者 115名〉

図 1

80 

91 

55 

傾
向
が
強
く
、
「
売
っ
て
や
る
」
式

の
販
売
態
度
が
改
ま
っ
て
い
な
い
所

も
あ
る
よ
う
で
す
。
商
庖
に
お
い
て

も
、
時
代
に
対
応
し
、
消
費
者
尊
重

の
販
売
態
度
へ
の
転
換
が
必
要
と
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

量
目
を
計
り
直
し
て

み
ま
す
か

みんなの県政

量
目
に
つ
い
て
、
買
っ
た
商
品
を

計
り
直
す
と
い
う
人
は
、
約
六
十
軒

い
ま
す
が
、
そ
の
大
半
は
時
々
量
目

が
少
な
い
と
答
え
て
い
ま
す
。
(
表

5
の
と
お
り
〉

県
に
お
い
て
は
、

「
計
量
モ
ニ
タ 65 

2 

19 

12 

14 

12 

次の商品を買う場合あなたはどの庖を一番利

用しますか (単位%)

区 分 l食生料鮮品|食加工品 |薬化粧品品I製繊維品 | 電器具気 I雑日貨用品
一般小売庖 89 31 84 31 90 27 

デパート 10 6 60 3 9 

スーパー
マーケット 11 56 6 8 2 59 

その売の他屈(な会ど社〉 3 4 5 

表 3

い
て
は
、
「
回
数
が
多
過
ぎ
る
」
「

表
現
が
オ
ー
バ
ー
で
あ
る
」
と
い
う

戸
が
多
く
、
(
表
4
の
と
お
り
)

一
方
、
消
費
者
は
、
商
品
知
識
を

何
で
得
て
い
る
か
を
み
る
と
、
何
と

い
っ
て
も
第
一
は
テ
レ
ピ
で
あ
り
、

新
聞
、
折
込
チ
ラ
シ
が
、
こ
れ
に
次

い
で
い
る
よ
う
で
す
。
(
図

1
)

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
参
考
に

な
る
の
は
、
カ
タ
ロ
グ
、
新
聞
、
雑

誌
の
順
で
あ
り
、
消
費
者
は
、
詳
細

..11111.......11111.......1111ド吻.....11111..... 司11111'"叫 11"'"司同111

広告でどんなことをもっと知らせてほしいか

1 1 1 
10 20 30 

表 1

60 50 
品質性能効能

使い方、調理、保存方法

商品の短所

値段

商品の長所

商品を詳しく説明したもの

取 引 条 件 (アフタサービ人支払〕

目玉商品の広告

その他※

ー
」
を
委
嘱
し
て
、
計
量
の
普
及

と
、
適
正
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
県
内
主
要
都
市
の
繁
華
街
に
誰

も
が
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う
計
量

器
を
備
え
て
、
利
用
を
待
っ
て
い
ま

す
が
、
思
わ
し

い
効
果
を
あ
げ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。

最
近
ほ
と
ん
ど
の
庖
は
、
客
の
目

の
前
で
ハ
カ
リ
を
使
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
計
り
直
す

こ
と
は
し
な
い
。
か
、
庖
を
信
用
し

-1 -， 1 1 
40 50 60 70 

42人 (35.0)

35人 (27.5)

11人 (9.2)

30 

9人

7人

5人

最近のテレビコマーシャルについて

10 

表 4

な
知
識
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
広
告
か
ら
受

け
る
イ
メ
ー
ジ
と
、
実
際
の
商
品
と

異
な
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
消
費
者

の
怒
り
を
か
う
の
は
当
然
で
し
ょ

〉
円
ノ
。

ど
の
庖
を
利
用
し
て

い
ま
す
か

次
に
、
消
費
者
が
日
常
の
買
物
に

-製品の有効期間
・防腐剤等の添加物表示
・製品の形体(写真〉表示

※ 

ベ〉

100 90 

これからの広告全般に対する希望

1 1 1 1 1 1 1 
10 20 30 40 50 60 70 80 

広告を少なくして商品コストを下げてほしい

虚偽誇大広告をやめてほしい

表 2

69人 (57.0)

96人 (79.3)

60人 (50.8)
'49人 (41.5)

45人 (38.1)

29人 (24.6)
27人 (22.9)
24人
23人
3人

_ 4人

10 20 30 40 50 60 70 
|1  1 1 1 1 1 

( )内は回答者C121名〉に対する割合
.特売品にも品質表示を

て
い
る
。
と
い
う
理
由
か
ら
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
去
る
八
月
、
計
量
モ

ニ
タ
ー
が
行
な
っ
た
茶
類
の
調
査
報

告
に
よ
る
と
、
調
査
件
数
百
四
十
件

の
う
ち
、
正
確
な
も
の
は
、
九
十
三

件
(
六
十
六
軒
)
、
不
足
は
三
十
件

(
二
十
一

・
四
軒
)
と
な
っ
て
い
ま

す
。
消
費
者
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実

に
目
を
あ
け
て
、
正
し
い
計
量
が
行

な
わ
れ
て
い
る
か
、
量
目
が
表
示
に

合
っ
て
い
る
か
な
ど
、
常
に
気
を
配

4人

2人

一 3人
10 20 30 40 50 
|1  1 1 

_. CM製品と CM内容の関係にうなづけないものがある

'CMによる番組の中断が気に入らない

・必要以上に子供の耳に入ることがある

・新製品のみが広告の対象になるのは…。在来の良い製品も繰り返
し広告してほしい。

4人

し、

感じない

他※
60 

※ 

は
ど
の
よ
う
な
庖
を
利
用
し
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
庖
に
対
し
ど
の
よ
う

な
感
じ
を
抱
い
て
い
る
か
は
、
表

3
、
表
6
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
庖
に
は
、
長
所
、
短
所
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
小
売
庖
に
つ
い
て
、

「
ツ
ケ
が
き
く
」
こ
と
、
「
義
理
買

い
」
す
る
こ
と
が
、
割
り
高
の
物
を

買
う
原
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
と
く
に
、
競
争
庖
の
少
い

村
部
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の

A
H
u
 

nu--

4
s
i
 

80 

- 6-

コマーシャルの回数が多過ぎる

表現がオーパである

新い商品知識が得ら れ る

流行語や新語をはやらせすぎる
傾向がある

購買意欲を不必要にかきたてる

低俗で子供に見せにくい

有利な買物についての情報が得
られる

面 白

特に何とも

その

もっとためになる広告をしてほしい

一五主主もっと楽しし、ものにしてほしい

消費者にわかりやすい広告にしてほしい

平供向け商品の広告は減らしてほしい

自然の美観をそこなう屋外広告の取締り

その他※
ーー 10 20 30 40 50 60 70 

| 1  1 1 1 1 

・チラシの制限 ・くだらぬ流行語の防止
・商品の特長(品質、機能、効能〉を知らせてほしい
・回数よりも印象づけの広告を ・誠意ある広告を

27人 (22.3)

13人 00.7)

64人 (52.9)

23人 09.0)

53人 (43.8)

5人 (4.1) 

※ 

肉や魚を買った場合、その量目を計り直してみたことがあります

か

1.いつも多い 2人 2.時々多い 16人 3.正確 16人
4.時々少ない 37人 5.いつも少ない 1人

1.屈を信用している 21人 2.ハカリがない 18人
3.めんどうだから 4人

- 7ー

20人
52人
43人

ほとんどはかりなおしてみる

時々はかりなおしてみる

はかりなおしてみたことがない

1、 2の結果

の理由

表 5

••. 1
i
司

L
1
υ

3 

り
、
不
利
益
を
こ
う
む
ら
な
い
よ
う

に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

食
品
添
加
物

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
食
品
添

加
物
、

着
色
品
に
つ
い
て
は
、
直
接

ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
際
、
集
っ
た
消

費
者
の
戸
の
中
に
、

「
食
品
衛
生
に

関
す
る
表
示
を
強
化
し
、
人
命
優
先

主
義
を
」
と
い
う
の
が
二
十
二
件
も



みんなの県政

あ
り
ま
し
た
。

食
品
添
加
物
は
、
消
費
者
が
直
接

そ
の
内
容
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
し
か
も
、
そ
の
影
響
が
直
ち

に
表
わ
れ
る
も
の
で
も
な
い
厄
介
な

シ
ロ
モ
ノ
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
生

産
者
側
に
対
し
、
人
命
尊
重
に
徹
し

た
経
営
態
度
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
国
に
対
し
て
も
、
積
極
的
な
対

策
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

次の庖に対して、日頃からどのように考えていますか。
(昭和44年度第 2回ア ンケート結果)

表 6

物

価
も
う
一
つ
の
関
心
事
で
あ
る
物
価

に
つ
い
て
は
、
富
山
が
他
県
に
く
ら

ベ
高
い
と
い
う
戸
が
依
然
と
し
て
多

く
、
本
県
の
物
価
が
他
県
に
く
ら
べ

て
高
い
か
ど
う
か
、
消
費
者
物
価
指

数
で
み
る
と
、

昭
和
三
十
五
年
頃

は
、
全
国
四
十
六
都
市
の
う
ち
、
第

八
位
で
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
三
年

で
は
、

二
十
位
と
な
っ
て
お
り
、
北

• 

今
か
ら
約
三
百
年
前
の
元
禄
三
年

八
月
一
日
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
城

城
記
念
の
式
日
に
、
江
戸
城
内
で
一
一
一

春
(
福
島
県
)
の
藩
主
秋
田
河
内
守
急

が
病
で
苦
し
ん
で
い
る
の
を
見
た
富

山
藩
二
代
藩
主
、
前
田
正
甫
は
、
持

薬
の
反
魂
丹
を
飲
ま
せ
て
そ
の
病
を

治
し
た
。

列
席
の
大
名
は
、
そ
の
薬
効
が
非

常
に
優
れ
て
い
る
の
に
感
心
し
、
そ

れ
ぞ
れ
自
国
に
反
魂
丹
の
販
売
方
を

みんなの県政

wr -霊理亙差彊盈ヨ・

要
請
し
た
。
正
甫
は
こ
れ
を
承
諾
、

く
す
り
の
配
置
員
を
特
に
選
ん
で
全

国
に
派
遣
し
た
の
が
、
富
山
の
く
す

り
の
始
ま
り
と
い
う
。

当
時
は
、
ほ
と
ん
ど
薬
の
製
造
は

手
動
式
で
あ
り
、
丸
薬
が
主
で
あ
っ

た
い
ま
も
、
こ
の
丸
薬
づ
く
り
一
途

に
生
き
て
い
る
人
が
い
る
。
富
山
市

K
製
薬
会
社
に
勤
務
す
る
田
崎
清
次

郎
さ
ん
(
製
薬
部
丸
薬
主
任
、
五
九

歳
)
。田

崎
さ
ん
は
、
私
の
父
が
薬
業
に

従
事
し
て
い
た
関
係
と
、
何
か
の
形

で
世
間
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
、

大
正
十
一
年
学
校
を
卒
業
す
る
と
同

時
に
こ
の
会
社
に
入
社
し
た
。

当
時
製
薬
界
で
は
、
丸
薬
師
が
花

形
で
し
た
か
ら
、
丸
薬
師
に
あ
こ
が

れ
て
い
ま
し
た
。
希
望
し
て
丸
薬
部

に
入
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
仕
事
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
。
最
初
の
一
年

間
は
先
ず
薬
の
練
り
合
わ
せ
、
次
の

二
年
間
は
丸
め
る
作
業
。
よ
う
や
く

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
五
年

目
で
あ
っ
た
。
中
で
も
一
番
む
づ
か

し
い
種
類
の
丸
薬
の
製
造
に
は
、
十

陸
=
一
県
で
は
、
金
沢
市
よ
り
低
く
、

食
料
品
に
つ
い
て
は
、
金
沢
、
福
井

両
市
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

物
価
の
問
題
は
、
物
の
流
通
が
全

国
的
な
規
模
で
行
な
わ
れ
て
い
る
現

在
の
経
済
機
構
の
も
と
で
狭
い
県
と

い
う
段
階
で
の
対
策
は
、
根
本
的
な

解
決
に
は
な
り
得
な
く
、
む
し
ろ
、

基
本
的
に
は
国
の
経
済
政
策
の
問
題

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
と
に
、
生
鮮

食
料
品
は
、
普
通
の
需
要
供
給
の
関

係
ば
か
り
で
な
く
、
鮮
度
の
問
題
が

あ
り
、
複
雑
な
流
通
機
構
が
あ
っ

て
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
こ
と
の
ほ

か
、
複
雑
な
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
、
と

く
に
生
鮮
食
料
対
策
と
し
て
、
流
通

調
査
、
需
給
調
整
、
物
価
調
査
な
ど

に
つ
い
て
県
な
り
の
努
力
を
払

っ
て

い
る
次
第
で
す
。

消
費
者
保
護
の
問
題
は
、
昨
年
の

消
費
者
保
護
基
本
法
の
成
立
以
来
、

国
に
お
い
て
も
漸
く
前
向
き
に
取
組

む
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
従
来

の
生
産
者
保
護
の
行
政
か
ら
の
転
換

が
、
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
の
が
現

状
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

目
下
県
に
お
い
て
も
、
第
四
次
県

勢
計
画
に
お
い
て
消
費
者
保
護
を
取

上
げ
る
な
ど
、
対
策
を
前
進
さ
せ
る

べ
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。(

開
発
課
)

一
弘

D
一
私
は
す
べ
て
の

一
i

(

一
人
が
健
康
で
あ
り

一
室
古
路

一

一l
i
l
-
-し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
世
の
中
に
は
病
気

で
お
困
り
の
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ

「

誠

ん
。
こ
の
よ
う
な

方
々
の
た
め
に
、
薬
は
害
に
な
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
練
り
合
わ
せ
の

年
間
は
要
し
た
そ
う
で
あ
る
。
丸
薬

づ
く
り
の
コ
ツ
は
、
し
ぼ
り
出
し
、

切
る
、
丸
め
る
、
こ
の
三
つ
の
工
程

は
相
当
の
修
業
が
な
い
と
無
理
で
す

と
、
話
し
な
が
ら
田

崎
さ
ん
は
、
次
々
と

生
産
し
て
ゆ
く
。

こ
こ
で
は
、
最
近

ほ
と
ん
ど
が
機
械
化

さ
れ
た
が
、
こ
の
丸

薬
の
製
造
に
は
見
学

者
も
あ
る
の
で
明
治

の
頃
か
ら
の
手
動
式

も
使
っ
て
い
る
そ
う

で
あ
る
。

一
番
嬉
し
か
っ
た

の
は
、
今
年
五
月
、

両
陛
下
に
参
観
の
栄

を
賜
わ
っ
た
こ
と
。

こ
の
仕
事
な
れ
ば
こ

そ
と
感
激
致
し
ま
し

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

配
合
か
ら
製
品
に
至
る
工
程
で
は
一
…

常
に
清
潔
を
モ
ッ
ト
に
、
よ
く
効
一
…

く
よ
う
に
私
達
薬

ε
つ
く
り
に
働
く
…

ω%
 

も
の
は
毎
日
誠
意
を
こ
め
て
生
産
…
似同

に
あ
た
っ
て
い
ま
一

m

意

」

す
。
私
は
、
何
事
一
…

に
も
か
げ
日
な
た

一
肌

-

Z
 

な
く
真
心
を
こ
め
て
当
っ
て
ゆ
く
一

m

腐
葉
土
の
つ
く
り
方

こ
と
が
成
功
へ
の
道
と
信
じ
て
お

一
仰
鉢
植
を
楽
し
む
の
に
か
か
せ
な
い

γ
 

り
ま
す
。

…

m

腐
葉
土
は
冬
の
聞
に
用
意
し
ま
し
ょ

一

切m

ぅ
。
カ
シ
、
ケ
ヤ
キ
、
ナ
ラ
、
ク
ヌ

た
と
、
い
か
に
も
嬉
し
そ
う
。
問
ギ
な
ど
の
葉
が
適
し
て
い
ま
す
。
マ

会
社
は
定
年
が
あ
り
ま
す
か
ら
退
仇

ツ
や
ヒ
パ
な
ど
は
避
け
な
け
れ
ば
・
た

い
た
後
も
、
何
ら
か
の
形
で
人
の
た
…
り
ま
せ
ん
。

め
に
尽
し
た
い
と
語
っ
て
下
さ
っ
仰
落
葉
は
か
わ
い
て
い
ま
す
か
ら
、

'
h
 

た
o

m

積
ん
で
お
く
だ
け
で
は
、
な
か
な
か

問
腐
り
ま
せ
ん
。
硫
安
を
水
に
と
か
し

…
た
も
の
か
、
小
便
な
ど
を
か
け
な
が

抗

間
ら
積
み
こ
み
ま
す
。
そ
し
て
コ
モ
と

…
か
ビ

-7ル
を
か
け
て
お
く
と
よ
い

切
で
し
ょ
う
。

…
湿
気
を
も
た
せ
て
お
く
た
め
に
、

問
時
々
水
を
か
け
た
り
、
月
に
一
度
位

…
の
割
で
切
り
返
し
て
積
み
か
え
を
し

似
て
お
く
と
、
草
花
や
花
木
の
首
木
を

以

仰
植
え
た
り
す
る
来
春
に
は
、
手
ご
ろ

の
腐
葉
土
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
か
ら
、

そ
の
時
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

聞
こ
う

"'"，1 
良 い点 悪い点

| 顔みしりで入りやすい 27件 -つい義理替買してしまう 26件
一 ・融通がきく 19 -品物の入 えが遅流い

行おくれ 17 
I京7EE ・「つけ」がきく

15 
「ひやか(し」わにくい

-アドバイスしてくれ丈Fる"-. 買ずに帰れない)11 
(良品、割品〉 15 

-売接価客表態示度の無よい品が多い 11 
-配達してくれる 13 が くない 9 

-品物が豊富L数量がまとまる)55件 -現金払いの割引きなし 23件
ア -選択しやすい 38 -高い 22 
ノ、。

-安心して買える -不親切(ぶっきら棒〉 、

品質に信用がおける 37 人間味にかける(事務的)19 
卜 -自由に出入でき、 -商品に関する専門知識がない

自由に見て回れる 20 10 

ス
-・ 安自価通由にゆっく建がり選そべる 5386 件

-悪品質、規格はずれ、
包装不良 53件

ノミーr -ーりのもの ろて -おとり商品がある 20 
いて、 に る 27I I ・エプロン姿で に入貝つれえる 23 -レジで時聞がかかる 8 

ケ
-回転まがごはやい、そも新鮮が 14 -事務的で親しみがない 7 ツ

卜 -こ まし7この
ろいやすい 10 

圃
答

戸
籍
上
の
夫
が
あ

っ
て
も
事

実
、
長
期
に
わ
た

っ
て
行
方
不
明
で

あ
れ
ば
、
母
子
福
祉
法
の
う
え
で
は

母
子
家
庭
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま

す
。
し
た
が

っ
て
母
子
家
庭
で
住
宅

丸
薬
の
生
産
に
励
む
田
崎
さ
ん

知
ろ
う

確
か
め
よ
う

• 

等
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
、
母

平
寮
と
い
う
収
容
施
設
が
市
町
村
に

よ
っ
て
は
設
け
ら
れ
て
お
り
、
入
寮

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
、

①
所
得
保
障
と
し
て
児
童
扶
養
手
当

制
度
、
②
経
済
的
援
護
と
し
て
母
子

福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
、
③
生
活
が

困
難
な
場
合
に
は
生
活
保
護
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

- 8 ー

あ
な
た
の
場
合
は
、
収
入
も
少
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

①
の
児
童
扶
養
手
当
(
月
額
千
九
百

円
)
が
支
給
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

(

但
し
市
町
村
を
通
じ
て
請
求
さ
れ
た

翌
月
か
ら
支
給
)
②
の
母
子
福
祉
資

金
に
は
住
宅
資
金
や
生
活
資
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
か
ら
必
要
に
応
じ
て
借

り
受
け
ら
れ
ま
す
。
③
の
生
活
保
護

の
対
象
に
も
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、

一
度
詳
し
い
事
情
を
市
町
村
の

母
子
相
談
員
に
ご
相
談
の
う
え
手
続

き
を
と
っ
て
下
さ
い
。

位
月
の
園
芸
メ
モ

- 9-
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t二ぺをこめぺ 芳、会長包i与設作物

みとJ りのあ、句、 l二 なれ つり・し て

ひと ζイ‘乞て とも_. ，こ

植樹祭の御製碑が完成

砺波市頼成

天皇陛下が 5月26日砺波市頼成で聞かれた第20回全国植樹祭にご臨席になった際、およ

みになった御製を石碑として、 お野立所跡、に建設が進められていましたが、このほど完

成。11月8日除幕式が行なわれました。

式には、関係者 350人が集まって聞かれ、地元小学生によって、御製「頼成も」の献唱

がありました。

建設された御製碑は、厚さ47蹴、タテ90端、ヨ コ1.7 ~ji;のスエーデ ン産の黒ミカゲ石に

入江侍従長の謹書となっています。

1;. 



みんなの県政

除
雪
は
機
械
力
と

住

民

の

協

力

で

「
雪
や
こ
ん
こ
ん
、
あ
ら
れ
や
こ

ん
こ
ん
:
:
:
」
と
子
供
心
に
待
っ
た

冬
、
そ
の
雪
の
美
し
さ
を
、
詩
や
歌

に
叙
情
的
に
賞
で
た
古
き
良
き
時
代

と
異
り
、
経
済
テ
ン
ポ
の
激
し
い
現

代
に
あ
っ
て
、
北
陸
の
住
民
は
、
大

平
洋
岸
に
比
べ
て
、
降
雪
と
い
う
現

象
を
通
し
て
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら

ロ
ー
タ
リ
ー
式
ス
ノ

l
ロ
ー
ダ
l
二

台
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
三
台
を
購
入
し

ま
し
た
。

そ
の
他
・・・
・
・
・
無
雪
化
を
目
ざ
し
て

‘
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク

、

みんなの県政

除
雪
機
械
は
、
建
設
省
が
三
十
五

台
、
県
が
九
十
一
台
保
有
し
て
お

り
、
除
雪
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
、グ
レ
ー

ダ
ー
を
使
用
し
て
高
速
除
雪
を
主
と

し
て
夜
間
や
早
朝
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
必
要
に
応
じ
て
、
市
町
村
や
民

間
会
社
の
持
っ
て
い
る
機
械
五
百
三

十
四
台
の
出
動
も
要
請
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
除
雪
作
業
は
、
次

の
方
法
に
従
っ
て
行
な
い
ま
す
。

新
雪
除
雪
作
業
:
:
:
除
雪
ト
ラ
ッ

ク
、
グ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
高
速
除
雪

で
、
除
雪
作
業
の
主
体
と
な
る
も
の

で
す
。拡

幅
除
雪
作
業
・・・
・
・
・
除
雪
作
業
で

道
路
の
両
側
に
た
ま
っ
た
雪
は
以
後

の
除
雪
の
妨
げ
と
な
る
の
で
、

ロ
ー

タ
リ
ー
車
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
で

幅
を
拡
げ
ま
す
。

路
面
整
正
作
業
・
・・
・・
・
機
械
除
雪
後

に
、
路
面
に
残
っ
た
下
雪
が
、
日
中

の
気
温
上
昇
で
と
け
て
交
通
の
障
害

と
な
る
の
で
、
グ
レ
ー
ダ
ー
や
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
、
人
力
で
取
り
除
き
ま
す

積
込
排
雪
作
業
・
・・・
・
・
道
路
の
脇
に

押
し
や
ら
れ
た
雪
を
、
シ
ョ
ベ
ル
カ

ー
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
、
雪
捨
場

に
運
び
出
し
ま
す
。

雪
は
雪
捨
場
へ

改
め
て
、
そ
の
厳
し
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

三
十
八
年
豪
雪
の
際
の
物
心
両
面

に
わ
た
る
孤
立
感
、
不
安
感
は
、
今

な
お
県
民
の
皆
さ
ん
に
新
た
な
記
憶

と
し
て
蘇
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
雪
に
対
す
る
恐
怖
と
決
意
を

良
い
教
訓
と
し
て
、
県

に

お

い

て

富
山
市
内
で
、
散
水
パ
イ
プ
に
よ
る

消
雪
工
と
、
電
熱
に
よ
る

ロ
l
ド
ヒ

l
テ
ン
グ
融
雪
工
を
試
験
的
に
施
工

し
て
お
り
ま
す
。

グ
レ

ー
ダ
ー
で
高
速
除
雪

市
街
地
の
除
雪
は
、
交
通
上
は
も

ち
ろ
ん
、
治
安
、
消
防
の
面
か
ら
も

不
可
欠
な
も
の
で
、
沿
道
の
方
の
積

極
的
な
協
力
が
望
ま
れ
ま
す
。
市
街

地
の
除
雪
で
は
や
排
雪
作
業
に
重
点

が
置
か
れ
、
あ
ら
か
じ
め
雪
捨
場
を

定
め
ま
す
か
ら
、
雪
を
捨
て
る
と
き

は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
捨
て
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

除
雪
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、

一
般
の
方
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O

路
上
駐
車
を
や
め
る
。
降
雪
中

や
夜
間
は
目
に
つ
き
に
く
い
の
で

事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
除
雪
車
の
進
行
の
妨
害
に
な

り
ま
す
。

O

道
路
上
に
物
を
放
置
し
な
い
。

雪
の
か
げ
に
商
品
や
自
転
車
な
ど

が
あ
る
と
、
除
雪
車
で
こ
わ
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

。
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
、
各
家
庭

が
バ
ラ
バ
ラ
で
行
な
わ
ず
、
市
町

村
役
場
の
指
示
に
従
っ
て
行
な
い

ま
し
ょ
う
。
雪
お
ろ
し
の
後
の
後

始
末
も
忘
れ
ず
に
。

。
道
路
上
で
は
、
子
ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
道
路
維
持
課
)

は
、
冬
期
道
路
の
交
通
確
保
こ
そ
、

県
政
の
重
要
な
任
務
と
し
て
、
努
力

し
て
い
ま
す
。

除

雪

計

画

今
冬
の
除
雪
道
路
計
画
延
長
は
、

一
千
二
百
五
十
五

・
七
段
と
、
前
年

に
比
べ
て
四
十
五

・
七
段
増
え
、
県

内
の
道
路
延
長
二
千
二
百
八
十
七

・

二
肢
の
約
五
十
五
軒
が
除
雪
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
パ
ス
路
線

で
は
、
全
運
行
路
線
延
長
の
七
十
軒

が
除
雪
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
県
内
の
国
道
八
号
線
と

四
十
一
号
線
の
全
線
、
国
道
一
五
六

号
線
の
う
ち
高
岡
市
広
小
路
J
圧
川

町
金
屋
問
、
国
道
一
六

O
号
線
の
う

ち
高
岡
市
四
屋
J
氷
見
市
新
町
の
区

間
の
合
計
百
五
十
九
肢
が
建
設
省
の

除
雪
区
間
で
す
。

国
道
で
も
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
県

の
管
理
区
間
。
つ
ま
り
国
道
一
五
六

号
線
の
平
村
大
崩
島
よ
り
上
平
村
西

赤
尾
問
、
国
道
一
六

O
号
線
の
氷
見

市
新
町
J
石
川
県
境
問
で
す
。
県
道

千
五
十
八

・
一
肢
は
県
が
除
雪
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

除
雪
す
る
道
路
は
、
車
の
ス
レ
違

い
で
き
る
よ
う
に
す
べ
て
二
車
線
を

確
保
し
た
い
の
で
す
が
、
除
雪
作
業

の
能
率
化
、
能
力
の
問
題
な
ど
あ

り
、
交
通
量
、
道
路
の
幅
、
地
域
の

経
済
状
態
、
生
活
上
の
必
要
性
な
ど

考
慮
し
て
、
次
の
三
段
階
に
分
け
て

お
り
ま
す
。

一
種
路
線
で
は
、
常
時
二
車
線
の

幅
確
保
を
原
則
と
し
ま
す
。
二
種
路

線
で
は
、
常
時
二
車
線
確
保
を
原
則

と
し
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

一
車
線
で
待
避
所
を
設
け
ま
す
。
三

種
路
線
は
、
常
時
一
車
線
で
必
要
な

箇
所
に
待
避
所
を
設
け
る
こ
と
を
原

則
と
し
ま
す
。
た
だ
状
況
に
よ
っ
て

は
一
時
交
通
不
能
に
な
っ
て
も
や
む

を
得
な
い
と
い
う
基
準
に
従
っ
て
除

雪
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

県

庁

に

除

雪

対

策

本

部

建
設
省
が
管
理
す
る
道
路
は
、
建

設
省
北
陸
地
方
建
設
局
の
富
山
工
事

事
務
所
が
実
施
本
部
と
な
っ
て
除
雪

を
進
め
ま
す
。
県
が
管
理
す
る
道
路

の
除
雪
は
、
県
下
八
カ
所
の
土
木
事

務
所
に
置
か
れ
た
除
雪
実
施
部
が
各

実
施
部
の
「
除
雪
計
画
」
に
従
っ
て

作
業
を
行
な
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
県
庁
の
道
路
維
持
謀
に
は

除
雪
対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

交
通
の
確
保

冬
期
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
県

F 

利賀村に設置されているスノーシエツド

は
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
ま
す

除
雪
事
業
・
・
・
・
・
・
機
械
を
主
体
と
す

る
除
雪
、
運
搬
、
排
雪
作
業
で
す
。

防
雪
事
業
・
・
・
・
・
・
な
だ
れ
防
止
の
た

め
に
ス
ノ

l
シ
ェ
ッ
ド
や
防
止
柵
を

作
る
工
事
で
、
四
十
四
年
度
は
、
高

岡
市
、
宇
奈
月
町
、
上
市
町
、
八
尾

町
、
福
光
町、

朝
日
町
、
平
村
、
利

賀
村
、
山
田
村
に
十
一
カ
所
建
設
し

ま
し
た
っ

凍
雪
害
防
止
事
業
・・・・
・・
道
路
の
凍

結
や
雪
融
け
の
た
め
、
自
動
車
が
道

路
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
、
路
盤
改

良
を
し
た
り
、
流
雪
溝
を
設
置
す
る

工
事
で
す
。
四
十
四
年
度
に
実
施
し

た
路
盤
改
良
は
六
カ
所
、
三
千
五
百

九
十
対
。

小
矢
部
市
、
城
端
町
、
圧
川
町
、

婦
中
町、

立
山
町
、
朝
日
町
、
小
杉

町
に
、
流
雪
溝
を
七
カ
所
、
三
千
二

百
五
十

M
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
県
下
の
流
雪
溝
延
長
は
十
援

あ
っ
て
、
早
期
除
雪
と
経
費
節
約
に

効
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

除
雪
機
械
の
整
備
・・・・・・
四
十
四
年

度
は
、
除
雪
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
四
台
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違
反
建
築
は

b
断
わ
り
/

話
一
噛
建
築
に
専
問
家
の
確
認
が
必
要

最
近
、
都
市
と
そ
の

周
辺
部
へ
の
人
口
と
産

業
が
い
ち
じ
る
し
く
集

中
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
違
反
建
築
取
締
員

の
不
足
な
ど
も
あ
っ

て
、
建
築
基
準
法
違
反

の
建
築
物
が
累
増
し
、

災
害
の
発
生
、
あ
る
い
は
適
正
な
居
住
環
境
の

阻
害
等
、
社
会
的
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
を
生
じ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
に
社
会
的
に
影
響
が
大
き
く
、

か
つ
比
較
的
多
く
み
う
け
ら
れ
る
違
反
に
つ
い

て
簡
単
な
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。
違
反
建
築
を

な
く
し
「
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」
は
、
最
小
限

次
の
こ
と
を
守
る
こ
と
で
す
。

都
市
計
画
区
域
内
で
は
建
築
確
認
を
受
け
な

け
れ
ば
建
物
は
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

(
法
第
六
条
〉

建
築
主
は
建
築
す
る
前
に
「
建
築
確
認
申
請

書
」
を
市
町
村
役
場
の
建
築
担
当
課
へ
提
出
し

て
、
そ
の
建
築
物
の
敷
地
と
道
路
の
関
係
そ
の

他
が
決
め
ら
れ
た
都
市
計
画
等
に
適
合
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
ま
た
建
築
物
が
構
造
上
安
全
か

ど
う
か
な
ど
、
専
門
家
(
建
築
主
事
〉
の
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し

て
確
認
を
受
け
て
は
じ
め
て
工
事
に
か
か
る
こ

子

供

と

老

人

介紹構機

防
火
構
造
と
は
、
鉄
網
モ
ル
タ
ル
塗
等
の
構

の

造
で
、
例
え
ば
鉄
網
モ
ル
タ
ル
塗
、
ま
た
は
、

=

木
ず
り
し

つ
く
い
塗
で
、
塗
厚
さ
が
二
諺
以
上

j

の
も
の
、
あ
る
い
は
厚
さ
が
一

・
二
誇
以
上
の

県

石
膏
板
張
り
の
上
に
亜
鉛
鉄
板
又
は
石
綿
ス
レ

川

l
ト
を
張
っ
た
も
の
な
ど
で
す
。

川

以
上
は
原
則
的
な
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た

酬

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
項
に
は
緩
和
規

川

定
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

川

建
築
基
準
法
は
、
専
門
技
術
的
で
一
般
に
は

川

難
解
で
あ
る
た
め
、
工
事
を
着
工
さ
れ
る
前

川

に
、
県
、
市
町
村
の
建
築
担
当
課
に
十
分
お
た

川

ず
ね
に
な
っ
て
か
ら
建
築
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

川

め
し
ま
す
。

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
工

事
現
場
に
は
必
ず
定
め
ら
れ

た
確
認
済
の
表
示
板
を
掲
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

敷
地
は
、
巾
員
四

M
以
上

の
道
路

(公
道
)
に
ニ

M
以

上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

(
法
第
四
十
ニ
条

・
四
十
三
条
)

道
路
と
は
、
県
道
、
市
町

村
道
等
を
さ
し
ま
す
が
、
私

道
で
も
巾
員
が
四

M
以
上
あ
り
、
県
知
事
の
「

道
路
の
位
置
指
定
」
を
受
け
れ
ば
道
路
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

建
築
物
は
、
敷
地
に
対
し
て
限
ら
れ
た
面
積

し
か
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

(法
第
五
十

五
条
)

建
築
面
積
は
、
住
居
地
域
、
準
工
業
地
域
、

工
業
地
域
内
に
お
い
て
は
敷
地
面
積
か
ら
三
十

平
方
財
を
引
い
た
も
の
の
六
割
、
商
業
地
域
ま

た
は
、
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
に
お
い

て
は
敷
地
面
積
の
七
割
ま
で
し
か
建
築
で
き
ま

せ
ん
。準

防
火
地
域
内
に
あ
る
木
造

m建
築
物
は
、

延
焼
の
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
の
外
壁
等
を
防
火

構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
法
第
六

十
ニ
条
ニ
項
)

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

みんなの県政

平
和
な
暮
ら
し
が
一
瞬
に
し
て

:
:
:
あ
る
実
例
か
ら

断
歩
行
者
Y
さ
ん
を
次
の
瞬
間
に
は
ね
飛
ば
し

路
面
に
た
た
き
つ
け
て
い
た
。

Y
さ
ん
は
骨
盤
、
頭
蓋
骨
等
骨
折
し
て
即
死

し
た
。A

さ
ん
は
全
身
か
ら
力
が
抜
け
、
家
族
や
友

人
の
顔
、
往
き
交
う
他
の
自
動
車
の
姿
、
が
う
つ

ろ
な
視
線
の
中
で
、
ぐ
る
ぐ
る
と
空
転
す
る
の

を
覚
え
な
が
ら
、
す
で
に
冷
た
く
な

っ
た

Y
さ

ん
の
手
首
を
握

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
い
た
ま
し
い
老
人
の
事
故
、
こ

ど
も
の
事
故
が
、
毎
日
く
り
返
し
起
き
て
い
ま

(
建
築
住
宅
課
〉

す
。
今
年
一
月
か
ら
九
月
末
ま
で
の
、
こ
ど
も

の
事
故
は
県
下
で
八
百
三
十
六
件
発
生
し
(
全

事
故
の
十
七
軒
強
)
死
亡
者
二
十
五
人
、
負
傷

者
八
百
五
十
七
人
。

六
十
才
以
上
の
老
人
の
事
故
は
五
百
八
件
発

生
し
(
全
事
故
の
十

・
五
軒
)
死
亡
者
三
十
七

人
、
負
傷
者
四
百
八
十
八
人
を
出
し
て
い
ま

す。

品

事故防止に警察の目は光っているのだが・...

老
人
は
危
険
感
覚
と
歩
行
速
度
な
ど
青
壮
年

酬

に
比
べ
て
お
と
っ
て
い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
身

介

が
動
か
な
い
と
か
、
自
動
車
が
進
ん
で
き
て
も

紹

大
丈
夫
渡
れ
る
だ
ろ
う
と
、
直
前
に
横
断
を
始

閉

め
た
り
し
ま
す
。

生も

こ
ど
も
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま

・4

す
。
で
す
か
ら
そ
の
場
に
い
あ
わ
せ
た
人
た
ち

先

が
「
い
ま
横
断
し
て
は
危
な
い
」
と
か
「
い
っ

出

し
ょ
に
渡
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
手
を
引
い
て
あ

の

げ
る
と
か
、
適
切
な
保
護
誘
導
と
ア
ド
バ
イ
ス

ヨ

が
、
事
故
防
止
に
非
常
に
役
立
つ
干
」
と
に
な
り

川町

ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
天
候
も
悪

州

く
な
り
日
の
暮
れ
る
の
も
早
く
、
夜
間
運
転
が

川

多
く
な
り
ま
す
の
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
悪

酬

い
条
件
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。

川

こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
、
平
素
か
ら
安
全

川

運
転
の
基
本
的
な
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
い
か
に

川

心
が
け
て
い
る
か
が
事
故
防
止
の
重
大
な
き
め

川

手
に
な
っ
て
き
ま
す
。

州

自
分
の
運
転
方
法
を
反
省
し
て
、
悪
い
く
せ

酬

は
、
た
だ
今
か
ら
正
す
よ
う
努
力
し
た
い
も
の

酬

で

す

。

(

警

察

本

部

)

川

保
護
誘
導
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
/

総
務
部
行
政
管
理
室

執
務
環
境
の
整
理
整
と
ん
運
動
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
に
至
る
ま
で
、
事
務
の
能

率
化
管
理
の
高
度
化
を
推
進
し
て
い
る
の
が

行
政
管
理
室
。

総
務
課
法
規
係
か
ら
事
務
改
善
係
が
分
離

独
立
、
さ
ら
に
昭
和
四
十
二
年
四
月
機
構
改

革
に
よ
っ
て
行
政
管
理
室
と
し
て
誕
生
。
現

在
調
査
係
、
管
理
係
の
二
係
十
六
名
の
ス
タ

ッ
フ
が
、
事
務
改
善
、
行
政
考
査
、
行
政
監

察
、
事
務
分
析
、
事
務
の
機
械
化
計
画
等
の

業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

永
年
な
じ
ん
で
き
た
事
務
を
近
代
行
政
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
に
対
し

て
は
、
本
能
的
な
抵
抗
も
あ
り
、
困
難
で
っ

か
み
ど
こ
ろ
の
な
い
問
題
が
山
積
し
て
い
る

が
着
実
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
。

か
つ
て
、
庁
内
に
セ
ン
セ
ー
シ

ョ
ン

を
巻

き
起
し
た
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
は
今

や
職
員
の
聞
に
定
着
し
効
果
を
発
揮
し
て
い

る
。
近
代
行
政
は
ま
す
ま
す
複
雑
高
度
化

し
、
特
に
近
年
は
情
報
化
時
代
と
か
脱
工
業

化
時
代
と
か
い
わ
れ
て
情
報
に
対
す
る
需
要

と
価
値
が
、
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
は
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
パ
ワ
ー
が
欠
か
せ
な
い
要
件
と
な
っ
て
き

た
。
県
で
は
こ
の
十
月
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

導
入
し
、
第
一
次
と
し
て
自
動
車
税
、

給

与
、
医
事
を
適
用
業
務
に
取
り
あ
げ
、
行
政

管
理
室
が
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
当
っ
て

い
る
。
将
来
は
財
務
会
計
、
各
種
統
計
、
事

業
税
等
か
ら
、
更
に
庁
員
全
員
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
利
用
オ
ベ
レ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
オ

ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
に
も
っ
て
い
く
よ
う
計
画

し
て
い
る
。

-14一

金
沢
郵
政
監
察
局

富

山

支

局

郵
政
業
務
を
監
察
す
る
機
関
で
、
富
山
県

下
の
郵
政
局
等
(
普
通
郵
便
局
十
六
局
、
集

配
特
定
郵
便
局
三
十
九
局
、
無
集
配
特
定
郵

便
局
百
四
十
局
、
簡
易
郵
便
局
六
十
三
局
、

逓
信
病
院
一

、
逓
信
診
療
所
一
)
に
出
向
い

て
各
局
内
の
考
査
お
よ
び
調
査
を
行
な
う
一

方
、
最
近
増
加
し
て
い
る
各
種
の
郵
政
犯
罪

の
捜
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

仕
事
の
内
容
は
、
郵
政
監
察
官
お
よ
び
監

察
官
補
に
よ
っ
て
郵
便
、
為
替
貯
金
、
保
険

年
金
、
庶
務
会
計
事
務
に
関
す
る
事
故
犯
罪

の
処
理
、
損
害
賠
償
の
調
査
、
公
衆
申
告
の

調
査
、
世
論
の
収
集
事
務
な
ど
を
行
な
っ
て

い
る
。

郵
政
監
察
官
は
刑
事
訴
訟
法
に
規
定
す
る

特
別
司
法
警
察
職
員
と
し
て
犯
罪
の
疑
い
が

あ
る
と
き
は
捜
査
し
て
検
察
官
に
協
力
す
る

ほ
か
、
考
査
お
よ
び
各
種
の
調
査
に
あ
た
る

の
で
、
常
に
郵
政
事
業
の
議
命
線
に
お
か
れ

て
い
る
。

郵
政
監
察
官
補
は
、
郵
便
局
、
簡
易
郵
便

局
、
附
属
機
関
で
取
扱
う
業
務
に
つ
い
て
考

査
を
行
な
っ
て
い
る
。

考
査
は
、
郵
政
業
務
を
取
扱
う
す
べ
て
の

機
関
に
対
し
、
業
務
運
行
の
実
情
を
調
査
し

て
、
違
法
ま
た
は
不
良
な
取
扱
い
が
な
い
か

調
査
し
、
こ
れ
を
是
正
、
改
善
し
、
業
務
の

正
常
は
執
行
を
維
持
す
る
と
と
も
に
ー
あ
わ

せ
て
郵
政
業
務
全
般
の
能
率
的
、
経
済
的
運

営
に
資
し
て
い
る
。

富
山
市
桜
橋
通
り
六
の
六

庁
舎
三
階
に
あ
る
。

- 15-

富
山
郵
便
局



せ ZfffffZ222ffjffffZ222fffffjjjffzzzfffffffZ222rfffffffffJみんなの県政

現
金
の
持
ち
歩

悪
魔
は

き
に
注
意

こ
の
ペ

l
ジ
は

市
町
村
、
そ
の

他
の
広
報
紙
の

資
料
と
し
て
、

ご
自
由
に
お
使

い
下
さ
い

い
つ
も
ね
ら
っ
て
い
る

三
億
円
強
奪
事
件
か
ら
も
う
一
年

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
な

り
ま
す
と
ボ
ー
ナ
ス
が
出
回
り
、
支

り知.~""，..，."""，..".."" "，.".." "" .." .. ""， "'!壁、....""，IJ圃ro.""，o... ""，..，iIJ圃.""，..."""，.(J内aせ ""，・..""，.....""，....""，....""，・.."""・..""，・...""，・-."，_-""，.ー_" "，_..""，.ーー " ，，~ー_"・" ，~-""，~・・" "，..."" .

向
で
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
昨
年
行
な
っ
た
山
村
へ

き
地
の
寄
生
虫
保
卵
状
況
の
調
査
で

は
、
四
十
軒
、
四
十
五
軒
と
ま
だ
ま

だ
平
均
を
上
回
る
保
卵
率
を
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

現
在
で
は
過
去
に
多
か
っ
た
鈎

虫
、
姻
虫
が
少
く
な
り
、
ベ
ん
虫
、

焼
虫
の
保
有
者
が
多
い
状
況
で
す
。

焼
虫
の
駆
虫
は
、
家
族
ぐ
る
み
の

検
査
と
駆
虫
を
数
回
実
施
し
な
い
限

り
、
完
全
に
駆
虫
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
学
校
な
ど
で
の
場
合
、
保

卵
者
に
対
し
て
一
斉
に
実
施
し
て
初

め
て
効
果
の
あ
が
る
も
の
で
す
。

平
素
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
寄
生
虫
に

対
す
る
関
心
を
い
ま
一
度
呼
び
お
こ

し
、
保
健
所
や
寄
生
虫
検
査
所
で
、

家
族
ぐ
る
み
の
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

〉
円
ノ
。

り知みんなの県政 zzz:::t:::22tz::::22ZZ211お

-歳末助けあい運動(-----

1日(月〉 ・交通安全模範の日

C-聖D

31日〕

払
い
、
入
金
な
ど
で
銀
行
へ
の
出
入

り
が
増
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
銀
行
の
往
復
、
集
金

人
な
ど
を
ね
ら

っ
て
の
犯
罪
が

非
常
に
多
く
起

き
て
い
ま
す
。

大
金
を
持

っ

て

歩

く

時

に

は
、
い
つ
も
ね

ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え
、
特
に

次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

V

現
金
を
持

っ
て
い
る
こ

と
を
他
人
に

気
づ
か
れ
な

い
よ
う
に
す

る
。
ま
た
、

現
金
の
し
ま
い
方
や
持
ち
方
に
気

を
配
る
。

V

途
中
で
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
た
ら
用
心
す
る
。
相
手

の
い
う
こ
と
を
信
用
し
て
う
か
つ

に
現
金
を
渡
さ
な
い
。

V

預
金
に
行
く
時
、
引
き
出
し
て

帰
る
時
は
、
周
囲
に
気
を
配
り
、

あ
や
し
い
人
に
注
意
す
る
。

V

大
金
の
持
ち
運
び
に
は
、

女

性
、
子
ど
も
、
老
人
を
さ
け
、
男

性
が
行
な
う
。
こ
の
場
合
で
も
複

数
が
よ
い
。

V

持
ち
運
び
に
は
、
な
る
べ
く
白

動
車
を
利
用
す
る
な
ど
、
安
全
な

方
法
を
選
ぶ
。

V

も
し
被
害
に
か
か
っ
た
ら
、
直

ぐ
一
一

O
番
へ
電
話
し
て
警
察
に

届
け
る
と
と
も
に
犯
人
の
人
相
な

ど
を
覚
え
て
お
く
。

見
え
な
い
虫年

寄
生
虫
病
は
、
現
代
の
生
活
環
境

の
中
で
は
、
少
な
く
な

っ
た
と
い
う

も
の
の
、
寄
生
虫
に
よ
る
障
害
は
大

き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
貧
血
症
、
胃
腸
障
害
、

栄
養
不
良
、
安
眠
妨
害
な
ど
の
主
因

は
、
寄
生
虫
に
よ
る
も
の
が
、
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
致
命
率
こ
そ
低
い

年

末

年

始

の
食
品
衛
生

年
の
瀬
と
も
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
面
で
あ
わ
た
だ
し
さ
を
感
じ
ま
す

食
品
の
面
に
お
い
て
も
年
末
か
ら
正

月
に
か
け
て
、
多
種
多
様
の
も
の
が

県
下
の
各
庖
舗
に
陳
列
さ
れ
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
時
期
に
毎
年

「
正

月
用
食
品
の
一
斉
取
締
り
」
を
実

施
、
県
下
の
各
保
健
所
か
ら
、
食
品

衛
生
監
視
員
を
総
動
員
し
て
、
非
衛

生
的
な
食
品
の
排
除
に
努
め
不
良
業

者
の
摘
発
に
努
め
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
、
製
造
所
や
販
売

庖
な
ど
で
は
、

一
時
的
で
は
あ
り
ま

す
が
人
手
が
不
足
し
、
そ
の
取
扱
い

が
組
雑
に
な
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
不
良
食
品
や
違
反
合

品
が
出
回
る
こ
と
が
十
分
考
え
ら

れ
、

一
方
で
は
、
こ
う
し
た
時
期
に

4日〈木) ・第21回人権週間(-----10 

15日(月〉 ・交通安全模範の円

-無火災日

日〉

-年末年始食品一斉取締

-年賀郵便特別取扱い

運動(-----1月14日〉

受付(-----28日〉

無
許
可
の
行
商
が
横
行
す
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を

一
掃
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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「
寄
生
虫
」

回

検

査

を

/

iまが
地
域
的
に
は
、
寄
生
虫
が
ま
ん
延

し
て
、
労
働
力
の
低
下
、
人
命
を
危

険
に
さ
ら
す
よ
う
な
問
題
を
引
き
起

す
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

寄
生
虫
が
、
体
内
に
い
る
こ
と
自

体
問
題
で
す
が
、
案
外
症
状
が
な
い

と
こ
ろ
に
無
関
心
さ
が
起
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ド~L

消
費
者
の
一
般
的
注
意
事
項
と
し

て一
清
潔
な
庖
を
利
用
す
る
。

二
鮮
明
に
着
色
さ
れ
た
食
品
に

は
、
人
体
に
有
害
な
着
色
物
が
使

用
さ
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら

避
け
る
。

三
異
常
に
白
い
め
ん
類
に
は
、
過

酸
化
水
素
な
ど
の
漂
白
剤
が
多
量

に
使
用
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る

か
ら
避
け
る
。

四
容
器
に
入
っ
た
り
包
装
さ
れ
七

生
菓
子
、
弁
当
、
そ

う

ざ

い

に

は
、
製
造
年
月
日
を
表
示
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
製
造
年

月
日
の
入
っ
た
も
の
を
買
う
。

占
領
軍
か
ら
人
身
被
害
を
受
け
た
方
に

特

別

給

付

金

と

支

給

金

請
求
は
日
年

2
月
幻
日
ま
で

被
害
者
と
遺
族
に
は
、
昭
和
二
十

六
年
に
制
定
さ
れ
た
法
律
に
も
と
づ

い
て
療
養
給
付
金
、
休
養
給
付
金
、

葬
祭
給
付
金
、
遺
族
給
付
金
等
が
す

で
に
支
給
さ
れ
ま
し
た
が
、
法
律
は

四
十
二
年
一

月
に
改
正
さ
れ
、
さ
ら

に
特
別
給
付
金
、
支
給
金
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
す
。

①
そ
の
額
は
、
四
十
二
年

21日(日〉 ・家庭の日

連
甘
国
の
占
領
期
間
中
(
昭
和
二

十
年
八
月
十
五
日
J
二
十
七
年
四
月

二
十
八
日
)
に
、
占
領
国
の
軍
人
、

軍
属
な
ど
か
ら
交
通
事
故
、
暴
行
、

そ
の
他
で
被
害
を
受
け
、
ケ
ガ
や
病

気
を
さ
れ
た
り
、
死
亡
さ
れ
た
方
と

そ
の
関
係
者
に
四
十
二
年
二
月
二
十

八
日
以
降
、
特
別
給
付
金
、
支
給
金

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

-16-

本
県
の
寄
生
虫
分
布
の
推
移
を
見

ま
す
と、

戦
後
十
年
間
位
は
県
内
一

円
に
分
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
化
学

肥
料
の
進
出
、
農
業
用
水
路
お
よ
び

被
服
の
改
善
、
生
産
物
の
衛
生
処

理
、
生
活
環
境
の
浄
化
な
ど
か
ら
、

年
々
保
卵
者
が
減
少
し
て
お
り
ま

す。
そ
の
保
卵
率
は
、
昭
和
四
十
一
年

七

・
九
軒
、
四
十
二
年
七

・
五
軒
、

四
十
三
年
六

・
七
軒
と
減
少
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
国
的
傾

月

十
八
日
現
在
で
の
障
害
程
度
に
応
じ

て
被
害
者
に
特
別
障
害
給
付
金
(
一

万
八
千
円
J
十
八
万
四
千
円
)
、
遺

族
に
特
別
遺
族
給
付
金

(
十
五
万
五

千
円
)
、
打
切
給
付
金
受
給
者
に
特

別
打
切
給
付
金
(
十
八
万
六
千
円
〉

で
す
。
ま
た
被
害
者
の
奥
さ
ん
に
は

支
給
金
(
五
万
円
ま
た
は
七
万
五
千

円
)
で
す
。
昭
和
三
十
六
年
九
月
二

十
日
以
前
、
あ
る
い
は
四
十
二
年
二

月
二
十
八
日
以
前
に
他
の
病
気
で
死

亡
さ
れ
た
た
め
給
付
金
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
被
害
者
の
遺
族
に
は
、
そ

の
方
が
生
き
て
い
ら
れ
た
ら
支
給
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
給
付
金
に
相
当
す

る
額
の
支
給
金
で
す
。

②
こ
れ
ら
の
特
別
給
付
金
、
支
給

金
は
、
被
害
者
遺
族
等
の
請
求
に
基

づ
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
期
限

は
昭
和
四
十
五
年
二
月
二
十
七
日
。

こ
の
日
が
過
ぎ
ま
す
と
、
請
求
で
き

な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
該
当
の
方
は

金
沢
市
木
多
町
三
の
一
の
二
十
二
、

金
沢
防
衛
施
設
事
務
所
業
務
係
(
電

話
、
金
沢

ω局
、

7
3
7
4
)
に
早

め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
給
付
金
を
う
け
た
こ
と
が

な
く
、
今
回
は
じ
め
て
請
求
さ
れ
る

方
は
、
被
害
を
証
明
す
る
資
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
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あ

た

な

も

協

力

を
ノ

(十
二
月
一

日
i
三
十

一
日
〉
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四北
県陸

体
力
つ
く
り
県
民
大
会
開
く

家
畜
共
進
会
開
く

県
政
功
労
者
を
表
彰

百
三
十
ニ
頭
が
参
加

五
十
二
人
と
五
団
体

砺
波
市
に
ニ
千
人
が
参
加

北
陸
地
方
の
畜
産
振
興
と
改
良
増
殖
を

期
し
て
「
第
六
回
北
陸
四
県
連
合
畜
産
共

進
会
の
審
査
会
は
十
月
十
八
日
か
ら
二
十

日
ま
で
、
富
山
市
蓮
町
の
旧
富
大
文
理
学

部
跡
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

審
査
に
は
、
北
陸
四
県
、

(
福
井
、
石

川、

新
潟
、
富
山
)
か
ら
選
、
ば
れ
た
乳
牛

四
十
頭
、
和
牛
五
十
二
頭
、
豚
四
十
頭
が

参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

県
政
に
功
績
の
あ
っ
た
五
十
二
人
(
個

人
)
と
五
団
体
に
対
し
て
、
文
化
の
日
を

前
に
し
た
十
一
月
一
日
、
県
議
場
で
表
彰

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
富
山
県
に
生
を
う
け
た
人
々

の
中
か
ら
、
善
行
の
あ
っ
た
方
、'
す
ぐ
れ

た
業
績
の
あ
っ
た
方
、
新
し
い
分
野
を
開

妬
さ
れ
た
方
に
対
し
て
毎
年
県
知
事
か
ら

表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

県
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
主
的
に
体
力

つ
く
り
を
進
め
る
気
運
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
、
第
一
団
体
力
つ
く
り
県
民
大
会
が
十

一
月
九
日
砺
波
市
総
合
グ
ラ
ン

ド
を
主
会

場
に
、
婦
人
会
員
ら
二
千
人
が
参
加
し
て

聞
か
れ
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
会
場
で
は
、
二
人
三
脚
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
な
う
一
方
、
第
二

会
場
で
は
、
県
民
の
栄
養
と
運
動
に
つ
い

て
研
究
討
議
や
活
発
な
意
見
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

みんなの県政

賞状をうける善行功労者の開坂君

初めて行なわれた県民大会で、ママさんが活躍

13年ぶりに富山県て、開催された畜産共進会



み

ん

な

呼

び

か

け

あ

町

ぐ

る

み

明

る

い

選

挙

の

つ

て

‘'，1;. 

明

る

く

正

し

選

挙

入

選

標

語

し、

も

• 山石大定
園

県
公

の滝と

立山寺山門

い
わ
に
っ

せ
8

1

さ
コ

か
句
夕
、

せ
ん
山
市
に
は
、
大
岩
白
石
寺
、
眼
目

Z

山
寺
の
二
つ
の
名
刺
が
あ
る
。

‘そ
の
歴

'
'史
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
と
り

ま
く
環
境
が
、
し
っ
と
り
と
、
そ
の
た

た
ず
ま
い
を
引
き
た
て
て
い
る
。
日
石

寺
の
名
物
は
、
岩
に
き
ざ
ん
だ
不
動
明

王
像
で
あ
り
、
七
本
の
滝
で
あ
る
。
白

衣
を
ま
と
い
滝
に
打
た
れ
る
信
者
の
姿

は
崇
高
な
印
象
を
与
え
る
。

一
昨
年
火
災
で
本
堂
は
焼
失
し
た
が
、

再
建
も
終
り
、
残
っ
た
三
重
塔
と
と
も

に
真
言
密
宗
の
面
か
げ
を
と
ど
め
て
い

る。
立
山
寺
は
上
市
川
に
面
し
た
丘
の
上

に
た
つ
、
栂
の
並
木
道
、
山
門
を
く
ぐ

っ
て
老
杉
の
並
木
、
そ
の
奥
に
松
の
林

を
背
景
に
立
派
な
寺
が
あ
っ
た
。
こ
れ

も
十
数
年
前
、
火
災
に
あ
っ
て
い
る
。

残
っ
て
い
る
大
き
な
樹
木
と
、
山
門
は

か
え
っ
て
深
い
静
け
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
や
は
り
歴
史
の
重
み
で
あ
ろ
う
か
。

大
岩
、
眼
目
県
定
公
園
は
こ
の
二
つ

の
名
刺
が
中
心
で
あ
る
が
、
自
然
の
中

に
ハ
イ
キ
ン
グ
を
も
と
め
る
な
ら
ば
、

高
峯
山
(
九
五
七
日
川
)
ま
で
足
を
の
ば

し
た
い
。
山
へ
の
道
に
は
、
つ
ぶ
ら

池
、
釜
池
と
い
っ
た
小
さ
な
池
が
あ
る
。

山
間
に
ひ

っ
そ
り
と
人
工
物
を
排
し

て
い
て
、
お
そ
い
春
に
は
水
ば
し
よ
う

が
大
ら
か
な
白
い
花
を
聞
い
て
い
る
。

(
昭
和
四
十
四
年
十
月
指
定
)

. 
一‘ー

県

政

F 
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大岩

ロ

月

号

一
報
富
山
県
総
務
課
長

昭
和
四
十
四
年
十
二

(
第
十
二
号
)

印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社


